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議事次第 

 

 

１．国土利用の実態から人と自然との共生を考える 

 

２．その他 

 



■ 資料一覧 
 
 
１ 国土利用の実態から人と自然との共生を考える 
 
（１）近代以降の国土利用の概観 
 

資料１－１ 1850 年以降の国土利用の経緯（社会・経済、都市、森林） 
 

資料１－２ 1850 年以降の国土利用の経緯（草地、農地、陸水域、沿岸） 
 
（２）国土利用の変化 
 

資料２－１ 近世末から昭和末期までの国土利用 
 

資料２－２ 長期的な国土利用の変化 
 

資料２－３ 植生自然度等からみた国土利用 
 

資料２－４ 森林の連続性 
 

資料２－５ 東京圏における過去 30 年間の土地利用の変化 
 

資料２－６ 都市化の進行（海外の都市との比較等） 
 

資料２－７ 都市化の進行（都市と地方との比較等） 
 
（３）国土利用と関連した生物多様性の変化 
 

資料３－１ 森林の変化に伴う鳥類・哺乳類への影響の事例 
 

資料３－２ 草原の変化に伴う草原性チョウ類への影響の事例 
 

資料３－３ 陸水の変化に伴う淡水魚類・両生類への影響の事例 
 

資料３－４ 沿岸の変化に伴う海岸生物への影響の事例 
 

 （４）話題提供 
 
   資料４－１ 全総からみた我が国の国土利用・保全の変遷 

 
東日本大震災を踏まえ、国土レベルで災害リスクを減らすた 
めに自然環境または生物多様性の保全をどう考えていくのか 

 
資料４－２ 東日本大震災による干潟環境の変化と底生動物への影響 

 
（５）第２回懇談会のテーマ及び主要論点について 
 
    資料５ 第２回懇談会のテーマ及び主要論点について 
 
 
 

２ その他 
 
資料６ 今後のスケジュールとテーマについて 

 
 
 

＜参考資料＞ 
 
第１回懇談会議事概要 


